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	特定駐車場用泡消火設備について必要な事項並びにその設置及び維持に関する技術上の基準は、特定駐車場における必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等に関する省令（平成26年３月27日総務省令第23号）（以下「特定駐車場省令」という。）、特定駐車場用泡消火設備の設置及び維持に関する技術上の基準（平成26年３月28日消防庁告示第５号）によるほか、次による。
	１　特定駐車場用泡消火設備の特徴
	火災となった自動車等の防護対象物に対し、直近の閉鎖型泡水溶液ヘッド（特定駐車場に用いるスプリンクラーヘッドであって、火災の熱により作動し、圧力により泡水溶液を放射するものをいう。以下同じ。）が開放し、泡水溶液を局所的に放射して当該火災の拡大を初期に抑制するための設備である（第４の３-１図参照）。

	（参考）
	政令第15条により設置する固定式の泡消火設備（泡ヘッドを用いるもの）は、道路の用に供される部分を除き、50㎡から100㎡までの規模で放射区域を設定し、当該区域内に設置されている全てのフォームヘッドから泡を一斉に放射し、火災を消火するものである。（第４の３-２図参照）

	２　主な構成
	特定駐車場省令第４条から第９条に掲げる設備に対応する機器は、第４の３-１表のとおり。
	以下に構成例を示す。
	⑴　単純型平面式泡消火設備（第４の３-３図、第４の３-４図、第４の３-２表参照）
	特定駐車場（昇降機等の機械装置により車両を駐車させる構造の部分を除く。この項において「平面式特定駐車場」という。）において閉鎖型泡水溶液ヘッドのみを用いる特定駐車場用泡消火設備である。

	⑵　感知継手開放ヘッド併用型平面式泡消火設備（第４の３-７図、第４の３-８図参照）
	平面式特定駐車場において閉鎖型泡水溶液ヘッド、開放型泡水溶液ヘッド及び感知継手（火災の感知と同時に内蔵する弁体を開放し、開放型泡水溶液ヘッド又は泡ヘッドに泡水溶液を供給する継手をいう。この項において同じ。）を用いる特定駐車場用泡消火設備である。
	構成する機器等は、⑴を準用する。
	なお、特定駐車場省令第５条第３号に規定する「開放型泡水溶液ヘッド及び感知継手の有効警戒範囲内に包含できるように設けること」とは、第４の３-９図の例をいう。
	感知継手及び開放型泡水溶液ヘッドは、感知又は放射分布に障害となるものがないよう当該機器の仕様書により設ける。

	⑶　感知継手泡ヘッド併用型平面式泡消火設備（第４の３-10図、第４の３-11図）
	平面式特定駐車場において閉鎖型泡水溶液ヘッド、感知継手及び泡ヘッドを用いる特定駐車場用泡消火設備である。
	構成する機器等は、⑵を準用する。
	泡ヘッドは、第４泡消火設備第９を準用する。

	⑷　一斉開放弁開放ヘッド併用型平面式泡消火設備（第４の３-12図、第４の３-13図参照）
	平面式特定駐車場において閉鎖型泡水溶液ヘッド、開放型泡水溶液ヘッド、火災感知用ヘッド及び閉鎖型スプリンクラーヘッド（この項において「火災感知ヘッド等」という。）及び一斉開放弁を用いる特定駐車場用泡消火設備である。
	構成する機器等は、一斉開放弁は、第４泡消火設備第12を準用する。その他機器は、⑵を準用する。
	火災感知用ヘッド等は、取付け面の高さに応じ、第４の３-３表により火災を有効に感知できるように設けること。▲

	⑸　一斉開放弁泡ヘッド併用型平面式泡消火設備（第４の３-14図、第４の３-15図参照）
	平面式特定駐車場において閉鎖型泡水溶液ヘッド、泡ヘッド、火災感知用ヘッド等及び一斉開放弁を用いる特定駐車場用泡消火設備である。
	構成する機器等は、一斉開放弁は第４泡消火設備第12を準用する。その他の機器は、⑶を準用する。

	⑹　機械式泡消火設備（第４の３-16図参照）
	特定駐車場のうち、昇降機等の機械装置により車両を駐車させる構造の部分（この項において「機械式特定駐車場」という。）において閉鎖型泡水溶液ヘッド、開放型泡水溶液ヘッド、泡ヘッド、火災感知用ヘッド、閉鎖型スプリンクラーヘッド、一斉開放弁及び感知継手を用いる特定駐車場用泡消火設備である。
	構成する機器等は、選択する機器に応じて、⑴から⑸までを準用する。



	第４の３-１表

